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子どもたちの中で眠っている可能性
は、これからの社会・四日市を創る希望そ
のものです。

教育活動全体を通して、子ども自身が
持つ「自ら成長する力」を存分に引き出
し、基盤となる学力と体力、言語・情報活
用・問題解決能力等を向上するとともに、
夢と志を持った子ども、ひとり一人の確
かな成長を支援します。

子どもを産み、育てることにはさまざ
まな不安や心配事がつきもの。それを、自
分だけで背負うのは難しいものです。

子育てに関わる経済負担の軽減、相談
体制や支援の充実など、四日市で子育て
する保護者の皆さんが安心を実感できる
よう、東海エリアでトップクラスの充実
した体制づくりを進めます。

共働き世帯や核家族の増加に伴い、こ
れまでと同じ働き方を続けながらの子育
ては限界に近づいています。

いま目の前の、そしてこれからのライ
フスタイルに合った「子育てと仕事が両
立できる環境」を社会全体で整えるため、
事業者と協力して、全国有数の産業都市
“四日市市”だからできる先駆的な取組を
進めます。

令和の学び！
基盤となる学力･
体力･能力向上
プロジェクト

令和の学び！基盤となる学力･体力･能力向上プロジェクト

子育て家庭の
安心実感倍増
プロジェクト

｢子育て ＆ 仕事」
 両立応援
プロジェクト

プロジェクト  ０１

プロジェクト  ０１

プロジェクト  ０2

プロジェクト  ０3

充実した人生を歩むための基盤を育み、誰もが憧れる
『子育て･教育安心都市』の実現に向けて

四日市
子育てするなら

子どもと家族を社会で支える取組

重点的横断戦略プラン①
プロジェクト構成

No.1「四日市市新教育プログラム」による
夢と志を持った子どもの育成 教育＋子育て

目　的

具体的
取　組

就学前から中学校まで一貫した考え方による教育プログラムを展開することで
子どもが自らの人生を拓き、生き抜く力を持つことができる

① 新学習指導要領も見据えた新教育プログラムを教職員が共有することで、学びの一体化を実
現します。 

② 6つの柱で構成される教育プログラムを展開し、「読解力」、「論理的思考力」、「英語によるコ
ミュニケーション能力」、「体力・運動能力」、「キャリア形成」、「地域への愛着」などを総合的に
高め、言語能力、情報活用能力、問題解決能力を養成します。

就学前の子どもたちには、園での遊び等を通じ、「学びの芽生え」から「自覚的な学び」へと意識できるような活動を計画、実施し、小学
校との円滑な接続を図ります。小、中学校では、これからの社会を生き抜く総合的な力を養うため、弁論大会、個別学習支援、英語によ
る地域情報発信、新体力テスト、キャリアパスポート、地域企業との連携授業などに取り組む機会を提供します。

読解力 論理的思考力 英語によるコミュニケーション能力 体力･運動能力 キャリア形成 地域への愛着

No.2 先端技術に対応した教育現場のICT化　
教育＋ICT

目　的

具体的
取　組

大きな変革の時代に対応し、多様な特性を持つ子どもたちに
「誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学び」を提供する

① ICTを基盤とした先端技術を学校教育現場へ効果的に導入します。 
② 専門支援員によるICT活用を円滑に進める環境づくりを推進します。

先端技術の導入により、個々の子どもに合った学習環境の提供
などにより、社会に対応できる力を効果的に身に付けるととも
に、教育現場への導入を働き方改革につなげ、子どもに向き合う
時間を確保します。

先端技術を効果的に活用するために、ICT活用の専門支援員を
育成、配置を推進していきます。

出典：文部科学省資料 出典：文部科学省資料

22 23

様々な施策をプラスして、

を進めます。
｢子育て世代から選ばれる、誰もが安心して子育て･子育ちできるまちづくり」

ICT 支援員に係る体制整備のイメージ

教育委員会
教育 CIO

域内の各学校

計画的な配置、研修、
自己啓発の促進

外
部
人
材

ICT の基礎的スキル等を
もつ人材を積極的に活用

学校での実践の経験と自己
啓発により能力を向上

ICT 支援員を通じて、各学校での実践例や
ノウハウの獲得を地域で共有

域内の各学校の ICT 活用を支援
（ICT 支援員を地域として共有・活用）

学校 学校 学校 学校 学校

ICT 支援員

先端技術の機能に応じた効果的な活用の在り方

遠隔・オンライン教育

●効果
　学習の幅を広げる、
　学習機会の確保
●留意点
　受信側の子供たちへの配慮など

AI を活用したドリル

●効果
　習熟度に応じた学習、自動
　採点による教師の負担軽減
●留意点
　学習分野、使う場面が限定

デジタル教科書・教材

●効果
　動画・アニメーション等の活用
　による興味・関心の喚起
●留意点
　効果的な授業への組み込み

AR・VR

●効果
　調べ学習等への効果的活用（AR）
　疑似体験による効果的な指導（VR）
●留意点
　機器操作中の事故に留意等

総合型校務支援システム

●効果
　蓄積した情報による書類作成の
　負担軽減、情報共有によるきめ
　細やかな指導
●留意点
　システム活用を前提とした
　業務改善が必要

センシング
●効果
　発話量や視線、教師の指導
　内容などのデータ収集、収集
　したデータに基づく指導
●留意点
　従来の見取りを通じた観察を
　補強するために活用

協働学習支援ツール

●効果
　個々の状況に応じた声がけ等
　子供同士の考えの比較・議論活性化
●留意点
　アクセス集中に対応する代替策の
　用意

※先端技術の活用場面・頻度
　幼児期や小学校低学年などにおいては直接的な体験が重要
　であることなどから、発達段階に応じた最適な活用を第一
　に考える必要

【基本的な考え方の更なる実証・精緻化】
今後、文部科学省や国立教育政策研究所の事業等での実証等を踏まえ、
令和2年度を目途に、学校現場における先端技術利活用ガイドライン」を策定
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令和の学び！基盤となる学力･体力･能力向上プロジェクトプロジェクト  ０１

No.5 多様な子どもに対する多様な学びの場の提供
教育＋子育て

目　的

具体的
取　組

いじめ、不登校をはじめとする課題に対応し、
多様な子どもに対する多様な学びの場を提供する

① いじめ、不登校、家庭環境等多様な問題へ対応できる体制づくりを推進します。 
② 特別な配慮や医療的なケアを必要とする子どもへの支援体制を充実させます。

No.6 インターネット時代における、 メディア ・リテラシー養成
を通じた人権教育の推進 子育て･教育＋人権

目　的

具体的
取　組

インターネットを通じて発信される情報内容を主体的に読み解き、
インターネットを安全に活用することができる子どもを育てる

① 市内の各小・中学校において、メディア・リテラシー養成の取組を含む人権教育の推進を図ります。 
② 学校教育にとどまらず社会教育においても、メディア・リテラシーの養成に取り組みます。

※メディア・リテラシーとは  
インターネットやメディアが発信する情報をそのまま受け取る
のではなく、自らの判断で主体的に読み解き、活用する力のこと
です。インターネ ットから発信される情報に、社会的な偏見が
含まれていることもあります。 「メディア・リテラシー」は、イ
ンターネット等で発信される情報はもちろんのこと、日常会話
から得る情報についても必要です。

インターネット上で、依然
として発生している、いじ
め、差別を助長する書き込
み、個人や団体への誹謗中
傷、プライバシーを侵害す
る行為、匿名性を悪用した
無責任な情報や有害情報の
発信等による人権侵害を解
消するため、幼少期からの
人権教育を通じて必要な能
力の育成を図ります。

令和の学び！基盤となる学力･体力･能力向上プロジェクトプロジェクト  ０１

No.3 幼少期から質の高い芸術・文化に触れることのできる
機会の提供 子育て＋教育＋文化

目　的

具体的
取　組

「本物に触れる」機会を提供することで
子どもたちの可能性を引き出し、豊かな感性を育む

① 就学前の子どもたちに、質の高い芸術・文化に触れることのできる機会を提供します。
② 音楽家や芸術家が市内小中学校を訪問し、子どもたちが将来に夢と希望を持つきっかけをつ

くります。

市内の保育園、幼稚園、こども園に通う全ての子どもたちが、
質の高い芸術・文化に触れることのできる機会を提供します。 
幼いころに「本物に触れる」ことで、文化・芸術への興味を掻き
立て、生まれ持った可能性を引き出します。

音楽家や芸術家が学校を訪問し、子どもたちが普段の授業とは
異なる体験をすることで、将来に夢と希望を持つきっかけとし
ます。

SSW等の専門職員の配置拡充、「不登校対応教員」の配置や登
校サポートセンターを核とした不登校対策を実施します。

通級指導教室やサポートルームの拡充、特別支援教育支援員・
介助員や医療的ケアサポーターの配置を充実させます。

市内の保育園、幼稚園、こども園に通う子どもたちに、スポー 
ツ種目だけでなく、気軽に楽しく体を動かす機会を提供し、運
動に親しみを持つきっかけとします。

アスリートが学校を訪問し、一緒に取り組み、指導する機会を提
供することで、子どもたちがスポーツの基本的なプレーを体験
し、上達する喜びを感じ、スポーツを楽しむきっかけとします。

No.4 幼少期から体を動かす習慣づくり　
子育て＋教育＋スポーツ

目　的

具体的
取　組

「スポーツに触れる」機会を提供することで
子どもたちの好奇心を刺激し、運動・スポーツに親しむ

① 就学前の子どもたちや保護者が、気軽に楽しく体を動かす機会を提供します。
② アスリートが市内小中学校を訪問し、基本的なプレーや専門的な指導を受ける機会を提供します。

24 25
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児童館の無い地域に出向いて、健全な遊びや体験活動等の機会
を提供している移動児童館の充実に努めます。

全市的な施設であるこども子育て交流プラザといった拠点的な
施設の拡充も視野に入れた検討を行います。

No.3 子育て家庭の経済的負担を軽減
子育て＋教育

目　的

具体的
取　組

妊娠前から子育て中のライフステージ別に経済的負担を軽減することで
子どもを産み育てたいと願う人の希望がかなう社会を実現する

① 不妊治療費助成の対象者を拡大します。
② 妊婦や乳幼児の健康診査事業を充実します。
③ 子ども医療費の窓口負担無料化の対象者を拡大します。
➃ 経済的理由から修学が困難な高校生、大学生等への給付型奨学金の制度を創設します。

No.4 児童虐待防止と養育支援のための取組　
子育て＋福祉

目　的

具体的
取　組

児童虐待をはじめとする家庭相談を行い、対応することで
すべての子どもが健やかに育成されるよう支援する
① 「子ども家庭総合支援拠点」を設置するなど専門職を含む人員体制を構築します。
② 調査、訪問等による継続的な支援や、在宅支援を中心とする、より専門的な相談支援を充実さ

せます。

児童虐待は親からのSOSでもあります。親を守ることも児童
虐待防止への大きな一歩です。

相談を受け、家庭状況に応じ、在宅支援を中心とした専門的な
支援を行います。

子育て家庭の安心実感倍増プロジェクトプロジェクト  ０2 子育て家庭の安心実感倍増プロジェクトプロジェクト  ０2

No.1 乳幼児期における質の高い保育の提供
子育て＋人材確保

目　的

具体的
取　組

保護者も子どもも安心して過ごせる質の高い保育・教育を提供し
子どもの健やかな成長を支える

① 保育士や幼稚園教諭、学童保育所指導員などへの研修を充実し、保育の質を向上します。
② 保育士の処遇改善や、市内保育所で働く意欲を持った学生への修学資金貸付などにより、   

保育人材を確保します。

No.2 いつでも誰でも訪れられる
活動・交流の場づくり 子育て＋交流

目　的

具体的
取　組

子どもたちが心身ともに健やかに成長できる環境を充実することで
子どもや子育て家庭の安心感を倍増

① 全市的な施設であるこども子育て交流プラザといった子どもや親子が安心して活動や交流等
ができる拠点的な施設の拡充も視野に入れた検討を行います。

三重大学等と連携し、保育人材の育成に関する講座や支援を要
する子どもへの指導、助言を実施します。

保育士を確保するため、意欲ある学生に対する修学資金貸付制
度を創設します。 （一定年数勤務した場合は返済免除）

子育て世帯（ライフステージ）

❷妊婦 / 乳幼児の健康診査事業を充実 ❹給付型奨学金制度を創設
❸子ども医療費の窓口負担無料化の対象者を拡大❶不妊治療費助成の対象者を拡大

～妊娠 出産 乳幼児期 保育園･幼稚園･こども園 小学校･中学校 高校･大学など
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No.7 みんなで創る安全な歩行空間
子育て＋教育＋道路整備＋市民協働

目　的

具体的
取　組

歩行空間整備による安全性の向上と、地域全体で行う見守り活動の両輪により
子どもを交通事故や事件から守る

① 警察・教育委員会・市が連携し、通学や保育の園外活動に使う道路の安全対策を進めます。 
② ゾーン30の取組など、安全に歩くことができる道路空間の指定を推進します。
③ 防犯パトロールや見守り活動を行う地域防犯団体を支援します。

No.5 社会教育施設をはじめとした地域資源の魅力発見                      
子育て＋教育＋環境＋地場産業＋市民協働

目　的

具体的
取　組

本市が誇る社会教育施設等の連携企画により
子どもが本市の魅力を体感し、楽しむことで、誇りを育てる

① そらんぽ四日市、久留倍官衙遺跡、定期市など本市の様々な資源の魅力発見企画を開催します。
② 地元企業等による出前講座や図書館からの読み聞かせ出前講座など、本市の魅力を感じ発見

できる機会を提供します。

No.6 AIを活用した市内のイベント情報発信
シティプロモーション＋子育て

目　的

具体的
取　組

暮らしを楽しめるまちとして、さまざまなイベントの情報を発信することで
暮らしを楽しめるまちとしてのイメージアップを図る

① AIを活用し、市内の民間、行政主催のイベント情報を子育て世代などに向けて網羅的にわか
りやすく届けます。

AIを活用した情報集約サイト（都城市）の例 三浜文化会館で開催されたじどうかんまつり（令和元年6月23日）

夏休みの自由研究などの機会に、市内の子どもと保護者が複数
の市内の社会教育施設を回るなどの連携企画を実施し、本市の
魅力を体感し、楽しみ、誇りを育てます。

本市の強みを生かして、地元企業による出前講座の拡充や図書
館から学童保育所などへの読み聞かせ出前講座など、教育、子
育て支援の充実を図ります。

子どもや高齢者など、道路を使う全ての人が安全に 
歩くことができるよう、地域が一体となって取り組
むさまざまな防犯活動を支援します。

歩行者や自転車など、道路を使う全 
ての人の安全を確保するために、速 
度制限を設け、注意を促します。

歩行者の安全性を高めるために、歩
道の拡幅による安全の確保や、路肩
のカラー化により運転者が歩行者
に配慮するような取組を進めます。

子育て家庭の安心実感倍増プロジェクトプロジェクト  ０2 子育て家庭の安心実感倍増プロジェクトプロジェクト  ０2

定期市定期市 泗翠庵泗翠庵

うみてらす14うみてらす14

図書館図書館

くるべ古代歴史館くるべ古代歴史館 そらんぽ四日市そらんぽ四日市旧四郷村役場旧四郷村役場
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「子育て&仕事」  両立応援プロジェクトプロジェクト  ０3

No.1 安心して子どもを預けることのできる環境整備
子育て＋雇用

目　的

具体的
取　組

就学前教育・保育の充実と学童保育所の充実により
子育てと仕事の両立を応援する

① 保育園・幼稚園・こども園の適正な受け入れ枠の確保や多様な保育サービスの充実を図ります。
② 学童保育所について、学校の校舎や敷地の積極的な利活用を図るとともに、受け入れ枠拡   

大への支援に取り組みます。
③ 学童保育所の運営に携わる地域や保護者の負担軽減や、人材の確保・研修体制の充実による

保育の質の向上に取り組みます。

保育園・幼稚園・こども園の適正な 受け
入れ枠の確保や多様な保育サ ービスの充
実を図ります。

学童保育所のニーズが高まる中で、子ど
もが安全・安心な環境で放課後を過ごす
ことができるよう、学校の校舎や敷地の
積極的な利活用を図ります。

学童保育所運営の負担軽減を図る支援や、
様々な人材確保・指導員の研修体制の充
実による保育の質の向上に取り組みます。

No.2 仕事と子育ての両立ができる職場環境の実現
産業＋子育て

目　的

具体的
取　組

制度と設備の両面を充実させることで
仕事と子育てが両立できる環境を整備する

① 仕事と子育ての両立を推進するため、各種休業制度の充実のほか、在宅勤務や育児短時間勤務
など柔軟な就業ができるよう企業へ働きかけを行います。 

② 男女がともに働きやすい環境づくりのための施設整備を行う企業に対して支援を行います。
③ 優れたワーク・ライフ・バランスの取組を行う企業を表彰する等、働きやすい職場作りを推奨

します。

男女を問わず早く帰宅できるよう、また、柔軟な働き方がで
きるよう就業規則の見直しや改善を支援します。

男女がともに働きやすい施設や、子どもの遊び場スペース設置な
ど、子育て世代にも配慮した施設整備を行う企業を支援します。

四日市市の
ミライ
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1その
四日市の良いところや四日市の将来のまちづくりについてメッセージをいただきました。

「高校生と市長との懇談会」の参加者より
平成31年2月開催


